
『ありまふじ里山だより』では、棚田里山エリアの自然の様子や里山保全に向けた取り
組みについてご紹介します。Vol.17は棚田里山エリアで見つけた獣道と、里守の会の活
動の様子についてお届けします。

作成：有馬富士公園 棚田里山プロジェクト 2020年12月15日

先日、１人里山を歩いてい
ると「んっ!?」。ペーパードラ
イバーならぬペーパー猟師と
してのアンテナが反応します。
落ち葉にうっすらついた泥。

あたりを見渡すと泥の跡は続
いていて、辿ってみることに。
身を低くして、けものの視線
になると、うっすらと道が見
えてきます。 それにしたがっ
て進んでいくと形跡はしだい
に濃くなり、行き着いたのは
ため池。あたりを観察すると
いたるところに足跡があり、
べつの獣道も伸びています。
次はそこを辿ってみると、サ
サや木には泥が擦りつけられ
た跡や糞などを発見！さらに
歩き進めると最後は別のため
池につながっていました。
今回見つけた獣道は、私た

ちがつくった里山散策路のす
ぐ脇をまるで側道のように通
り、ため池間を行き来してい
るルートのようです。

ありまふじ里山だより
Vol.17
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活動前に林の生態園エリア

に立ち寄り、メンバーから植
生や希少種の保全活動などに
ついて教えてもらいます。里
山に着いてからは、前回に続
き常緑樹や枯死木の伐採をお
こないました。


